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昨年来，患者確認に関するイン
シデントが多発し，いまだに終息
する様子がうかがえない現状に
陥っています。昨年は15件のイ
ンシデント発生がありました。患
者確認に関するインシデントは同
じ人が引き起こしているわけでは
ありません。違う部署，違う人，
経験年数のいかんにかかわらず，
発生しています。ということは病
院全体で患者確認のルールを守っ
ていないことが推察されます。ハ
インリッヒの法則に当てはめる
と，あと14件のインシデントが発

生すると重大事故が起こることに
なります。ハインリッヒの法則と
は , 大きな事故１件が起こる背後
に29件の軽事故が起こってお
り，さらにその背後には300件
のヒヤリハットが潜んでいるとい
うものです。患者確認のインシデ
ントはヒヤリハットのレベルでは
なく，間違いなく軽事故に相当し
ます。昨年と同じ勢いで現在の経
過をたどると , 来年には確実に大
きな医療事故が起こると想定され
ます。この事態を収拾，解決する
ためには病院職員一人ひとりの協

弘前大学医学部
　附属病院長　藤　　哲

病院長からの一言
 ～ 高度被ばく医療支援センターならびに原子力災害医療
 ・総合支援センターに指定されて～

先憂後楽

各診療科等の紹介
【救急科】

私たち救急科には３つの役割が
あります。第１は三次救急医療機
関としての救急診療です。昭和
53年に弘前大学医学部附属病院
に救急部が開設され，平成22年
には集中治療ベッド10床を有す
る高度救命救急センターが設置さ
れました。このセンターは，津
軽・西北地域における三次救急の
中心的な役割を果たすとともに，
救急医療の最後の砦として24時
間365日，傷病者の受け入れを
行っています。昨年度の救急患者
総数は3,371名，そのうち救急車
による搬入件数は1,425件で，
これらの数は年々増加傾向にあり
ます。救急科の診療数は389名
で，主な診療対象は外傷，熱傷，
中毒，多臓器不全，敗血症，心肺
停止症例などです。地域の高齢化
とともに，これらの診療数も増加
しており，重症傷病者の受け入れ
体制が充実するように努力してい
ます。第２の役割は，災害医療へ

の対応です。災害急性期に被災地
で医療活動を行うDMAT隊員は，
医師，看護師，事務の方を中心に
20名が認定されました。今年度
は基幹災害拠点病院の認定を受け
る予定であり，平時からの災害訓
練で技能維持に努めるとともに，
災害に関する講習の企画立案を行
い，いざ災害時に対応できる体制
作りを行っていきます。そして最
後の役割は，被ばく医療への対応
です。原発立地県である青森にお
いて，今までは青森県の三次被ば
く医療施設としての整備が行われ
てきました。本年度，国は新たな
被ばく医療施設の枠組みを行い，
弘前大学は原子力災害医療・総合

支援センターと高度被ばく医療支
援センターの施設認定を受けまし
た。これからは，東北・北海道の
被ばく医療の拠点病院としての体
制整備が進められます。救急・災
害医療では，医師や看護師，臨床
工学・検査・放射線技師などのコ
メディカルスタッフや他科の先生
方とのチームワークが重要となり
ます。これまで各診療科のご協
力，ご支援を頂きましたことを，
この場を借りて厚く御礼を申し上
げます。今後もスタッフ一同，青
森県の救急・災害医療の発展に努
力いたしますので，よろしくお願
い致します。
� (救急科　山村　仁 )

医療安全推進室長　大德和之

なぜやらない“患者確認”
－いまそこにある危機－

働が必要です。医療スタッフのみ
ならず，事務職員，さらには患者
さんにまで協力を仰がないと解決
できる問題ではありません。「私
だったら，こんなことはしない。」

「私だったら，きちんと患者確認
をする。」と言った他人事のよう
に思ってはいませんか？インシデ
ントを起こしたスタッフに聞いて
みると「普段はやっているのに，
その時は忙しくてやらなかった。」

「普段はできているのに，その時
は失念してしまった。」などの言
い訳ともとれる発言が多く聞かれ

ます。前述したハインリッヒの法
則からすると300件のヒヤリ
ハットが背後にあるのです。すな
わち，普段からやっていないとい
うことが推測されます。

医療安全推進室では今年を患者
確認元年として，改めて患者確認
が医療安全文化として根付くよう
に努めていきたいと思います。そ
れは，患者さんのためでもあり，
自分たちのためでもあります。

  2013年３月発行の『南塘だよ
り第69号』で，『見えない敵との
戦い，いざスタート』と題して，
被ばく医療に対応する人材を育て
る『被ばく医療プロフェッショナ
ル育成計画』を修了した１期生の
コメントを紹介しました。本年８
月，原子力規制委員会は災害時の
被ばく医療の中核となる『原子力
災害拠点病院』を中心とした全国
被ばく医療ネットワークを整備す
る方針を決定しました。『高度被
ばく医療支援センター：各地域の
医療ネットワークでは対応できな
い高線量被ばく患者に対応する施
設』に弘前大学・福島県立医科大
学・放射線医学総合研究所（放医
研・千葉市）・広島大学・長崎大
学の５施設を指定しました。さら
に『原子力災害医療・総合支援セ
ンター：各地域でネットワーク構
築を支援する施設』として放医研
を除く４施設が指定されました。
　この施設指定は，公募の形で行
われ，弘前大学は当初「原子力災
害医療・総合支援センター」に応
募していました。この段階で，規制
庁から視察にこられた方が，高度救

命救急センターの緊急被ばくに対応
した設備・保健学科の放射線看護
高度看護実践者の養成への実績・
被ばく医療総合研究所の英文雑誌 
Radiation Emergency Medicine
発刊実績，リサーチ設備の充実など
に感銘を受けて帰りました。その後
に『高度被ばく医療支援センター』
に追加応募し，両方のプロジェク
トに指定される結果となりました。
　被ばく医療に対する準備を，国
のバックアップで大学として取り
組むということになりました。学
長をトップとした放射線安全機構・
医学研究科・保健学科・附属病院・
被ばく医療総合研究所が連携を持
ち進める必要があります。
　通常の特定機能病院としての業
務に，さらに被ばく医療の体制を
常に整えて行く必要があり，今
後，人材を含めた体制・設備を整
える必要があります。
　核を使用している限り，あるい
は一旦使用してしまえば事故は

（被ばくは）半永久的に起こりう
る為，この分野の備えは永久に必
要になります。職員皆様のご理
解・ご協力を宜しくお願いします。

７月４日，「未来の医学生たち
へ。」 外科手術体験セミナー in 青
森 を開催いたしました。 青森市
での同セミナーの開催は３年ぶり
になります。青森高等学校を会場
として，青森市周辺地域およびむ
つ市の高校２ ･３年生56名が参
加・受講しました。青森県立中央病
院外科，青森市立市民病院外科の
先生方，研修医の方の協力のもと，
今回も医師・研修医48名，医学

この度，老朽化によりご不便を
お掛けしていた中央診療棟地下２
階の密封小線源治療装置を最新の
システムに更新いたしました。密
封小線源治療装置とは，子宮癌や
食道癌に対する腔内照射や，舌癌
をはじめとする頭頚部癌や前立腺
癌に対する組織内照射等に用いら
れる放射線治療装置のひとつで
す。遠隔操作式であるため医療従
事者の被ばくが全くなく，周囲正
常臓器の線量を抑えつつ，病巣の
至近距離から大線量の放射線を短
時間かつ安全に照射できることか
ら，患者さんにとっても有益な治
療法です。特に子宮頸癌の根治的
放射線治療では外部照射との組み
合わせでこの腔内照射を用いるこ
とが重要であり，放射線治療には
欠くことの出来ない治療装置のひ
とつです。今回，密封小線源を送
り出す装置のほか，治療計画装
置，透視装置，アプリケーター等

も更新いたしまし
た。予算申請から
導入までの間に，製
造元メーカーの吸
収合併と円安によ
る輸入価格の上昇
があり，ぎりぎりま
で価格交渉と購入
物品の調整を行っ
ておりましたが，無
事，期限内に導入を終えることが
できました。工事期間中，関係各
部署の皆様にご迷惑とご不便をお
掛けしましたことを，この場をお
借りしてお詫び申し上げます。

５月に受け入れ試験と導入時研
修を行い，６月より本格稼働とな
りましたが，すでに数名の患者さ
んに対してこの治療装置を用いた
治療行い，全員，順調に経過され
ております。旧システムでは，昔
ながらの透視画像による治療計画
でしたが，最新のシステムでは

CT画像を用いた治療計画も可能
となり，より綿密な計画に基づく
照射が可能となりました。今回の
密封小線源治療装置の更新によ
り，大学病院に求められている高
度医療に貢献できるように，ま
た，治療成績の更なる向上に結び
つけられるように有効活用してい
きたいと考えております。今後と
もご指導，ご鞭撻のほど，よろし
くお願い申し上げます。
 （放射線部長　髙井良尋，
 副部長　青木昌彦）

｢外科手術体験セミナー in 青森｣を開催して

密封小線源治療装置（マイクロセレクトロン）の更新

生，協力企業の方を含めると総勢
80名を超える皆さんにボランティ
アスタッフとしてご参加をいただ
きました。また昨年のセミナーに
引き続き，形成外科教室の先生方
にもご参加いただいております。

参加高校生は術医を纏い，７つ
の模擬手術を順に体験しました。
手術室再現コーナーでは電気メス
を使って豚のレバーを相手に，超
音波メスコーナーでは手羽元を相
手に，実践さながらの手術を体験
してもらいました。一方でシミュ
レーターコーナーでは３D画面を
みながら腹腔鏡下胆嚢摘出術のバ
ーチャル手術を体験
してもらいました。
腹腔鏡手術トレーニ
ングコーナー，皮膚
縫合コーナーではマ
ンツーマン指導と個
人でじ っ くりと，腹
壁縫合コーナーでは
術者と助手に分かれ
てチームで作業して
もらいました。最初は
緊張した表情が目立
ちましたが，閉会式
の頃には，皆，疲れ
も感じさせない元気
な笑顔が見られまし
た。４時間に及ぶセ
ミナーは，袴田，漆
舘両教授からの弘前
大学医学部の紋章の
入った修了証書の授
与，そして自動縫合

器コーナーでの合言葉「ファイヤ
ー」の掛け声で終了となりました。

今回に限らず，参加高校生には
セミナーについてのアンケートを
お願いしています。 別表でアン
ケート結果の一部をご紹介します
が，「絶対に弘前大学医学部に入
学します」といううれしい感想が
大多数を占め，セミナーの開催目
的は達成されているものと考えて
います。可能な限り，続けていき
たいセミナーだと感じております。

（大館・北秋田地域医療推進学講座
 　准教授　和嶋直紀）
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雰囲気を味わっていただきたいと
思い，今年もヨーヨーつり，スー
パーボール・光りものすくい，的
あて，輪投げ，千本つりなどを用
意しました。

蒸し暑い時間帯にもかかわら
ず，昨年を上回る多くの患者さん
たちが集まってくれたので，とて
も賑やかに開催することができま
した。ヨーヨーつりやスーパー
ボールすくいでは，大人も童心に
返って大いに楽しんでいました。
両手にいっぱいの景品を持って喜
んでいる患者さんたちの姿に，ス
タッフも元気をもらいました。

運営に協賛してくださった団体
や企業，また，準備・運営・後片
付けに協力してくださったスタッ
フの皆さんには，この場を借りて
お礼申し上げます。 （医事課）

　昨今の医療機関では，医療従事者等に対する患者さんやその家
族による暴言・暴力が全国的に多数発生し，問題となっています。
　本院においても，いわゆるモンスターペイシェント対応に苦慮
するところであり，診察室等で大声をあげる，診療に納得いかな
いとして診察室から出ない，病院への過度の要求などが発生して
います。これにより，他の患者さんへの影響をはじめ，長時間に
わたる対応による業務の停滞など，病院の診療等に支障を来して
いるほか，対応にあたる職員の精神的苦痛も大きくなっています。
　これらの状況を鑑み，平成27年４月１日より，患者さんに適
正な療養環境を提供するため，また職員の安全・安心等の観点か
ら，トラブル対処のノウハウや法律の知識を持った警察官ＯＢを
採用し，保安対策要員として院内に配置しました。配置したこと
で，トラブルへの対応や，警察等関係機関との連携体制の強化が
図られるとともに，院内周知による暴言・暴力等の抑止効果によ
り，安心して診療等にあたることが期待できます。
　保安対策員は，医療安全推進室に配置し，適宜院内を巡回して
いるほか，毎朝，玄関総合案内にて患者さんの対応をしております。

〈建部氏から一言〉
　４月に院内保安員の辞令を受け勤務してから５ヶ月あまり，院
内で発生する医療従事者等に対する暴言・暴力・迷惑行為等のト
ラブルがあった際は，医事課スタッフと協力し対応しています。
　これからも皆さんの期待に応えられるように頑張りますので，
宜しくお願いします。� （医事課課長補佐　五十嵐義之）

この 人
No. 7

建部 光徳 さん
院内保安員

本院の多方面で働くスタッフを
紹介いたします。

七夕・納涼祭り
【七夕飾り】

７月１日から７日まで，正面玄
関の一角に七夕の笹竹を用意しま
した。

患者さんをはじめ，笹竹の前を
通る方々に思い思いの願い事を込
めた短冊を飾っていただきました。
用意した短冊が足りなくなり，何
度も補充したところ，たくさんの
願い事が笹に飾られました。ま
た，より高いところに飾ろうと，
背伸びしながら枝をたぐり寄せて
いる子供の姿が印象的でした。

皆さんの願い事が叶いますよう
に…。
【納涼祭り】

７月30日，病院正面玄関横で
「納涼祭り」を開催しました。

入院中の患者さんに，ご家族や
お友だちと一緒に「宵宮」のような

佐 竹 伊 助
（昭和27年，東京美術学校（現芸大）卒）

　医学部附属病院には，患
者さんや教職員の目を楽し
ませるために様々な絵画が
飾られています。今回は，
外来診療棟1階エスカレー
ター脇の壁に飾られてある
絵を紹介します。
　長い冬が終わり，桜に続
いて白く可憐なリンゴの花が咲き
ます。心が浮き立ち，歌いだしたく
なるような喜びが描かれています。

日本輸血・細胞治療学会
村上記念学会認定・自己血輸血看護師奨励賞を受賞

病院長推薦の一服の絵
「りんごの花の咲く頃に 2013」

南糖だより第79号をお届けいたします。原稿をお寄せいただきまし
た皆様には，こころより感謝申し上げます。この号が発刊される頃に
は，津軽の短い夏も駆け足で通り過ぎ，秋も深まりつつある頃ですが，
皆様は夏をどのように過ごされましたでしょうか？今年の夏の甲子園で
は，三沢商は残念でしたが仙台育英が準優勝しました。なかなか優勝旗
を東北の地にもたらすことは難しいようですが，2013年の聖愛高校
の甲子園での活躍も思い出されますし，以前よりは力の差は縮まってい
るようです。
秋はスポーツのベストシーズンです。アップルマラソンなどもありま
すが，日々の仕事のストレス発散などのためにも，たまには汗を流して
みませんか。� （広報委員会　A.M）

【 編集後記 】

弘前市総合防災訓練に参加

弘前ねぷたまつり

●●●研修医のひとりごと●●●

私は平成25年３月弘前大学医
学部を卒業し同時に医師国家試験
に合格しましたが，同年４月に出
産し続いて育児休暇に入ったた
め，初期臨床研修は平成26年１
月から開始しました。本院の臨床
研修プログラム Cに所属し，１
年次は国立病院機構弘前病院で内
科，救急，産婦人科などについて
学び，本年１月からは２年次研修
医として本院で腫瘍内科を中心
に，放射線科，皮膚科，神経内
科，内分泌内科，呼吸器内科，小
児科など興味のある科または不得

意と思っている分野で研修させて
いただいております。
振り返ると，現在の研修スケ

ジュールを決め，子育てしながら
充実した研修生活ができるように
なったのは指導医やコ・メディカ
ルの皆様のお陰です。平成25年
９月頃，初期研修について（将来
の志望科である）腫瘍内科の佐藤
教授，卒後臨床研修センターの加
藤教授にご相談させていただき，
自分の希望通りに現在の研修スケ
ジュールを決定することができま
した。１年目は市中病院で熱心な
指導医の下，患者さんの主訴・症
状・症候からの診断学，基本的な
治療学を中心に学びました。２年
目は大学病院で高度・専門的な治
療が必要な患者さんに対する最善
な治療を行うためのチーム医療に
参加させていただいております。

実際の現場においては，経験が浅
く，未熟な自分が他のスタッフの
方々にご面倒をおかけすることが
多くありましたが，本院のように
多くの指導医やコ・メディカルス
タッフがいる環境で，皆様から熱
心なご指導をいただきながら，お
かげさまで少しずつ成長できてい
ると感じております。初期研修は
あと数カ月で終わりますが，プラ
イマリーな疾患から集中治療が必
要な症例まで経験することがで
き，基本な手技や治療法を体得す
るとともに，一人ひとりの患者さ
んに対する専門分野を超えた総合
的な考え方・治療法も学べたこと
を幸せに思っています。
最後に，ご協力をいただいた患

者さん，卒後臨床研修センターの
皆様ならびに各科のスタッフの皆
様に，この場をお借りして改めて
感謝を申し上げます。今後とも，
よろしくお願いいたします。

二年目研修医　
陳　　豫

５月28日から東京で行われた
日本輸血・細胞治療学会におきま
して，村上記念学会認定・自己血
輸血看護師奨励賞を受賞致しまし
たのでご報告致します。

学会認定・ 自己血輸血看護師
は，2008年に日本自己血輸血
学会と日本輸血・ 細胞治療学会
が，適正で安全な自己血輸血を推
進する看護師の育成と自己血輸血
のみならず臨床の輸血において指
導的な役割を果たすことを目的と
して，学会認定・自己血輸血看護
師制度協議会が設立されました。
2009年に第１回認定試験が開
始され，現在までに14回の試験
が行われています。村上記念奨励

賞は各認定試験の成績優秀者に授
与されており，自己血輸血分野に
おいては青森県で初の受賞となり
ました。

試験に向けて勉強を始めると，
本当に輸血の知識がないことを再
認識しました。学生時代は輸血に
ついての授業も記憶になく，入職
後は先輩から教わった知識もうろ
覚えのまま，適正な使用方法など
理解せずに輸血を行 っ ていまし
た。そんな中で輸血部の玉井先生
に勉強会を開催して頂き，理解不
足なものは輸血部に確認しなが
ら，なんとか知識を深めていきま
した。輸血部の方々には，何度も
質問しましたが，いつも丁寧にお

答えいただ
き，本当に
感謝してい
ます。また，
こうして受
賞でき，弘
前大学の名
前を少しで
も広めるこ
とができた
ことを嬉しく思います。

これからも学会認定・自己血輸
血看護師また臨床輸血看護師とし
て自らの知識の向上と院内の安全
な輸血の施行に向けて少しでも助
力できればと思います。

 （看護部（ICU）　村岡祐介）

　８月19日，弘前市運動公園に
て弘前市総合防災訓練が行われま
した。訓練は弘前市に最大震度６
弱の地震が発生したという例年通
りの想定に，今回は岩木山の火山
被害が追加されました。
　本院からは藤哲病院長と災害派
遣医療チーム（DMAT）が２チー
ム参加しました。１チームは現場
医療班の統括業務を担当し，高度
救命救急センターの伊藤勝博，山
内良太医師，坪田明憲看護師，平
田成直事務職員にて活動し，弘前
地区消防事務組合と弘前市立病院

DMAT・ 弘前市医師会チ ー ムと
協力して， 倒壊施設の100名の
傷病者に対応しました。 もう１
チームは青森県防災ヘリ｢しらか
み｣による重傷者搬送を担当し，
山村仁教授，神庭文医師，赤平良
子看護師，木村洋事務職員にて活
動し，弘前大学医学部附属病院の
ヘリポートへ搬送を行いました。
　アメリカ医師会では，全ての医
療従事者は第二専門分野として，
災害医療を身に付けるべきだと主
張していますが，日本においても
東日本大震災を契機に，災害医療

は重要視されていて，災害医療は
全医療関係者が具有すべき知識及
び技能であると考えられています。
災害時には，災害・救急医療を専
門としない医療関係者の協力が不
可欠となります。昨年度から当院
の防災訓練も多傷病者受入訓練を
行うようになり， 約230名の職
員等が参加していますが，全職員
数から見ると一部に過ぎません。
また被災県の災害訓練に参加する
と，災害に対する認識や技能が明
らかに異なっているのを実感しま
す。昨年度に本県の災害基幹・拠
点 病 院 の ８ 施 設 全 て に DMAT
チームが整備され，本年度から災
害医療コーディネーター制度を導
入し， システムは大きく改良され
ました。当地区が被災した場合に
は， 高度救命救急センタ ー のス
タッフのみでは対応は不可能であ
るため，弘前大学の職員が一丸と
なり対応できる施設となれるよう
望んでいます。
 （高度救命救急センター　伊藤勝博）

　津軽地方の伝統行事「弘前ねぷ
たまつり」が８月１日から７日間
行われました。弘前大学のねぷた
も大学と地域住民との交流を図る
ことを目的として，１日，３日，
５日の３日間参加し，昭和39年
に初参加以来，連続52年の出陣
を果たしました。
　３日には，附属病院外来診療棟
正面駐車場において，小児科に入
院中の子供達や保護者，医師，看
護師，事務職員等による「小型ね
ぷた」が運行されました。本学は

やしサ ー クル
「弘前大学囃子
組」等による太
鼓と笛の音にあ
わせて，子供達
は「ヤーヤドー」
と元気な掛け声
を響かせ，津軽
の短い夏の夜の
ひとときを楽し
んでいました。
　また，病院内では，中央待合ホー
ルにミニねぷたが飾られ，来院さ

れた方々にも好評でした。
（総務課）


